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日本はオブザーバーとして，制限理事会の項目 8.LHC Mattersに参加した。初めに，

Sijbrand de Jong理事会議長より，日本などのオブザーバーの紹介があったほか、本セ

ッション終了時には、イスラエル代表団からイギリス代表団に対してスティーブン・ホー

キング博士への追悼の意が表明された。 

 
項目 8.1 Status Report on the Year-End Technical Stop(YETS) and 2018 outlook 

Frederick Bordry 氏が，2017年度の加速器の整備作業の状況と 2018年の展望について

スライドを用いて説明した。 

•PS Complexで ISOLDEの Phase2の活動として 4個目のクライオモジュールがインストー

ルされた。また、冷却系の改善が予定より早く進んだ。2018年 7月に運転開始予定。 

•ADの injection kickerで HVのコネクタ側の浸食ダメージに伴い、4基を修理または交

換した結果、当初予定より 2週間の遅れとなった。 

•SPSでは、2基の Crab空洞がインストールされたほか、RF冷却系のインストールが行わ

れ、来週から冷却を開始する予定。 

•LHCは、現在 2週間をかけて powering testを行っている。4月にはビーム入射が可能と

なる予定。 

•LHC Performance Workshop がシャモニーで行われた。 

•LHCの 2018年の Machine Configurationが説明された。β*を 30㎝ではじめ 25㎝を目

標とする。2017年は制限されていたが、2556バンチでの運転が可能になると考えてい

る。 

•4実験に対する VdMスキャン（2日間）と 6.5TeV・高ルミノシティ・90mβ*運転（7日

間）の延べ 9日間の Special Runが予定されているほか、低エネルギーの高ベータ運転が

検討されている（最大で 7日間）。 

•ALICEで 600μb-1の accumulated luminosityを目標とする。 

•性能向上のため、陽子・陽子運転中に 4回（計 19日）とイオン運転中に 1日のマシンス

タディを行うほか、HL-LHCと FCCのための更なるマシンスタディが検討されている。 

•2018年は重心系エネルギー13TeV を継続して Run2を終わらせ、実りある年としたい。

積分ルミノシティは、131日間の運転で ATLAS/CMSで 60fb-1、LHCbで 2fb-1を目標とす

る（119日間の場合は ATLAS/CMSで 55fb-1、LHCbで 1.8fb-1）。 

 

項目 8.2 Status Report on the Experiments and Computing 

Eckhard Elsen 氏が，LHC 実験と計算機についてスライドを使って説明した。 

 



 

 

•2018年はバンチ数を 2556とすることで、ルミノシティ向上に伴い，陽子同士がすれ違

った際に発生する陽子・陽子衝突数が 増加することから、60Pile-upとなるように 1回

の衝突当たりの強度に制限されている。新しい特性として、β*を 30㎝に縮めることでビ

ームとビームの中心で重複する場所での陽子の衝突が増すことが期待される。 

•ATLASでは NSWの生産が遅れているが、まだ、LS2でのインストールは可能。 

•CMSの Pixel検出器では DCDCコンバータの故障の原因究明中。 

•Phase-II アップグレードに関しては，ATLASでは ITkストリップトラッカー、ミュオ

ン、LArとタイルに関するそれぞれの TDRが Review Boardで承認された。CMSでは CMSト

ラッカー、バレルカロリメータ、ミュオンに関するそれぞれの TDRが Review Boardで承

認された。4月の RRBまでに、サブ・ディテクター の審査が終わり、RRBで TDRが承認さ

れる予定。 

 

Elsen氏の発表後、SPC委員長と FC委員長がそれぞれ委員会の発表をした。概して、様々

な作業の進歩を評価するコメントだった。 
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